
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディカルケア南ヶ丘のかき氷サービス 

■基本理念 
わたし達は、お客様に生きる活力と健康を促し、 

尊厳ある人生を送るお手伝いをいたします。 

■診療科目 

 ●内科 ●消化器科 ●循環器科 ●リハビリテーション科 

 ●糖尿病内科 ●皮膚科 

■診療時間 
 午前  9：00～12：00 

 午後 13：30～16：30 

 〔土曜日は午前中のみ〕 

■休診日 
 日・祝日・お盆・年末年始(12 月 30 日～1 月 3 日) 

 

表紙の写真について 

表紙の写真は、メディカルケア南ヶ丘での“かき氷サービス”の写真と、夏を代表する花

“ひまわり”の合成写真です。かき氷サービスは、メディカルケア南ヶ丘の季節のイベントと

して、みな様に夏を感じて頂こうと、コミュニティホールで入居者様へサービスされていま

す。召し上がられた方々は「なつかしい」「冷たくて美味しい」など大変好評を得ています。 

 

〒816-0971 大野城市大字牛頸 1034-5 

☎  092-595-0595 ㈹   

 092-595-0610 

  

http://www.minamigaoka.jp 
ホームページ

よ 

ソーシャルワーカー 

河崎  綾郁  

皆様こんにちは 筑紫南ヶ丘病院地域連携室 医療ソーシャルワーカー豆塚です。 

私たちは「地域の皆様と病院とを繋いでいく架け橋」として日々邁進しています。 

私たちソーシャルワーカーの主な仕事内容は・・・ 

○ 療養中の患者さまやご家族の心理的・社会的問題の解決やその調整への援助 

○ 患者さまの退院援助と退院後の生活支援 

○ 患者さまの退院後の社会復帰援助 

○ 患者さまおよびそのご家族の受診、受療に関する援助 

○ 患者さまとご家族が抱える医療費や生活費など経済的問題の解決、調整援助 

○ 地域ケア会議などへの参加による地域活動 

など、病院において患者さまやご家族が抱える悩みや問題を見つけ出し、問題の 

解決を図るために医療機関や関連機関との調整や連携をしていくことです。  

このたび、総合的な窓口として９月１日より「筑紫南ヶ丘病院ホットライン」を開設します。 

「こんな事聞いてもいいのかしら・・」と悩まれるより、先ずはほんの少しの勇気でお電話下さい。 

「心は熱く判断は冷静に」をモットーにお電話お待ちしております。 

8月 2日に入職しました、河崎綾郁（かわさき あやか）と申します。 

7月まで柳川市の病院でソーシャルワーカーをしておりました。 

現在、新しい環境で先輩方がたの温かいご指導を受けながら、日々精進している所存です。

微力ですが、患者様やご家族のご要望に添えるよう尽力して参りたいと思います。 

また、コロナ禍で感染予防対策を十分に行いながら、地域連携室にも努めて参りますので、

ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
２
０
２

１
年
４
月
介
護
報
酬
改
正
よ
り
新
た
に
導

入
さ
れ
た
「
科
学
的
介
護
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
介
護
保
険

は
「
お
世
話
時
間
」
に
基
づ
い
た
「
要
介
護

度
」
を
主
と
し
て
評
価
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
こ
れ
だ
と
、
利
用
者
様
が
重
度
化
し
た

方
が
家
族
の
使
え
る
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
、
施

設
側
の
報
酬
も
上
が
る
た
め
「
改
善
し
よ

う
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
出
に
く
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し

今
回
の
報
酬
改
正
で
は
、
本
来
の
「
高
齢
者

の
尊
厳
を
保
持
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を

支
援
す
る
こ
と
を
理
念
」
と
し
た
制
度
に
立

ち
返
る
べ
く
「
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の

成
果
」
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後 

そ
の
流
れ
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

当
法
人
は
２
０
１
２
年
の
介
護
施
設

（
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
南
ヶ
丘
）
設
立
以
来
、

利
用
者
様
に
「
生
き
る
活
力
と
健
康
を
促

す
」
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
安
診
ネ
ッ
ト
※
）

と
「
し
く
み
化
（
離
床
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

の
２
つ
を
活
用
し
、
自
立
支
援
・
重
度
化 

防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
要

介
護
度
の
進
行
の
抑
制
」
や
「
寝
た
き
り
期

間
の
短
縮
」
の
成
果
を
学
会
で
発
表
し
、
お

亡
く
な
り
に
な
る
間
近
ま
で
、
元
気
に
し

て
お
ら
れ
る
珍
し
い
施
設
と
い
う
こ
と

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
多
く
の
取
材
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
当
法
人
は
こ
れ
か
ら
も
「
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
」
に
努
め
、
利
用
者

様
に
「
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

頂
け
る
施
設
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

※
当
グ
ル
ー
プ
開
発
の
『
安
診
ネ
ッ
ト
』

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
宿
泊
療
養
向
け
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
医
療
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
、
福
岡

県
・
長
野
県
に
採
用
さ
れ
、
１
日
最
大
５
０

０
名
の
患
者
様
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

医療法人芙蓉会 

代表・理事 前田 俊輔 

（社）日本遠隔医療介護協会（JTCC）理事長 

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 

 公衆衛生学院生 

安診ネット事業本部長（開発者） 

厚生労働科学研究 研究代表者 

 

交絡因子が考えられる 

 

こ
の
度
、
当
院
で
は
ご
相
談
か
ら
入

院
ま
で
の
手
続
き
の
簡
素
化
と
、
ス
ム

ー
ズ
な
入
院
調
整
の
た
め
、
入
院
申
し

込
み
の
手
続
き
方
法
を
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
は
、
事
前
に
お
電
話
に
て

入
院
の
お
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み

を
頂
く
こ
と
で
、
お
受
入
れ
の
検
討
・

ご
返
答
ま
で
の
期
間
短
縮
に
務
め
て
参

り
ま
す
。 

 

当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
院
申
込

書
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
後
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
頂
き
、
記
載
の

番
号
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
込
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

●
入
院
申
し
込
み
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
９
）
２
７
３
３ 

●
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.m

in
a
m

ig
a
o

k
a
.jp

  

 

筑
紫
南
ヶ
丘
病
院
で
は
、
９
月
１

日
よ
り
「
筑
紫
南
ヶ
丘
病
院 

ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。 

 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
入
院
に
悩

む
事
例
や
、
栄
養
状
態
、
嚥
下
機
能

や
食
事
形
態
、
不
穏
状
態
、
リ
ハ
ビ

リ
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
お
悩
み

や
ご
相
談
に
お
応
え
し
、
施
設
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
々
、
訪
問
診
療

医
の
先
生
方
な
ど
、
地
域
で
医
療
・

介
護
に
携
わ
る
皆
様
の
抱
え
る
不

安
や
疑
問
点
な
ど
を
共
に
共
有
し

な
が
ら
、
地
域
の
医
療
・
介
護
の
発

展
の
一
翼
を
担
え
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
専
用
の
相

談
窓
口
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

●
相
談
窓
口 ☎

（
５
９
５
）
０
５
９
５ 

 

 

４
月
に
入
職
し
、
医
局
長
・
健
診
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
石
井
祐
司
で
す
。 

産
業
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
・
産

業
医
と
し
て
九
州
各
地
の
急
性
期
病
院
や
健
診
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
勤
務
し
た
後
、
鹿
児
島
で
14
年
間
慢
性
期
医
療
を

経
験
し
、
昨
年
福
岡
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

嚥
下
障
害
の
診
断
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
健
診
・
産

業
医
業
務
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
。 

趣
味
は
時
短
料
理
、
元
ラ
ガ
ー
マ
ン
で
合
気
道
二
段
、 

ま
た
温
泉
好
き
で
温
泉
ソ
ム
リ
エ
資
格
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。 微

力
な
が
ら
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
努

力
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

石井 祐司 

産業医科大学卒 

耳鼻咽喉科専門医 

産業医学ディプロマ（産業医科大学） 

嚥下医学会嚥下相談医 

温泉気候物理医学会温泉療法医 

緩和ケア医師研修修了 

厚労省音声言語機能等判定医師 


